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町
の
助
成
・
補
助
制
度

結
婚
祝
金

　

新
た
に
夫
婦
と
な
っ
た
１
組
に

つ
き
10
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
夫
婦

▽
婚
姻
の
届
出
を
し
、
夫
婦
と
も

　

に
町
に
住
所
が
あ
る
人

▽
夫
婦
ま
た
は
い
ず
れ
か
一
方
が

　

婚
姻
届
出
前
に
１
年
以
上
町
に

　

住
所
が
あ
る
人

▽
夫
婦
と
も
に
、
結
婚
後
も
引
き

　

続
き
町
に
住
所
を
有
す
る
人

▽
過
去
に
河
津
町
結
婚
祝
金
を
受

　

け
て
お
ら
ず
、
町
税
な
ど
の
滞

　

納
が
な
い
人

問 

福
祉
介
護
課　

福
祉
介
護
係

�

（
３
６
）
３
２
３
２

出
産
費
助
成
制
度

　

子
ど
も
の
出
産
に
か
か
る
費
用

の
一
部
（
１
回
の
出
産
に
つ
き

10
万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

　

出
産
日
の
６
カ
月
以
上
前
か
ら

町
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
町
税

な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

問 

福
祉
介
護
課　

福
祉
介
護
係

�

（
３
６
）
３
２
３
２

出
産
育
児
一
時
金

　

出
産
児
１
人
に
つ
き
、
一
時
金

と
し
て
42
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
出
産

し
た
人

問 

健
康
増
進
課　

保
険
年
金
係

�

（
３
４
）
１
９
３
７

不
妊
治
療
費
・
不
育
症
治
療
費
等

助
成
事
業

　

不
妊
治
療
に
か
か
る
費
用
（
治

療
費
・
通
院
に
要
し
た
交
通
費
）

や
、
不
育
症
治
療
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

①
一
般
不
妊
治
療
・
生
殖
補
助
医

　

療
（
旧
特
定
不
妊
治
療
）
１
回

　

２
万
円
を
限
度
に
年
間
10
万
円

　

ま
で

②
不
育
症
治
療
（
年
度
ご
と
に
負

　

担
額
の
10
分
の
7
、
上
限
24
万

　

千
５
百
円
ま
で
）

●
対
象

　

町
に
住
所
が
あ
り
、
医
療
保
険

法
の
被
保
険
者
ま
た
は
被
扶
養
者

で
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

●
そ
の
他

　

昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
治
療
を

し
て
い
る
人
は
、
人
工
授
精
・
特

定
不
妊
治
療
等
旧
事
業
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

問 

健
康
増
進
課　

健
康
係

�

（
３
４
）
１
９
３
７

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
費
助
成
事
業

　

赤
ち
ゃ
ん
の
聴
覚
検
査
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

　

生
後
４
カ
月
未
満
児
（
検
査
日

に
、
児
と
産
婦
の
両
方
ま
た
は
い

ず
れ
か
が
町
に
住
所
が
あ
る
）

問 

健
康
増
進
課　

健
康
係

�

（
３
４
）
１
９
３
７

妊
婦
・
妊
婦
歯
科
・

産
婦
健
康
診
査
費
助
成
事
業

　

各
健
康
診
査
に
か
か
る
費
用
の

う
ち
、
妊
婦
健
康
診
査
（
合
計
最

大
10
万
6
１
０
円
）、
妊
婦
歯
科

健
康
診
査
（
最
大
４
千
円
）、
産

婦
健
康
診
査（
合
計
最
大
１
万
円
）

を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

　

町
に
住
所
が
あ
る
妊
婦
・
産
婦

問 

健
康
増
進
課　

健
康
係

�

（
３
４
）
１
９
３
７

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

　

医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し
た
際

に
か
か
る
保
険
対
象
医
療
費
の
自

心
豊
か
な
安
心
で
暮
ら
し
や
す
い
町
へ

　

町
で
は
、
令
和
４
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
助
成
・
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
お
祝
い
・
子
育
て
」「
住
宅
・
安
全
」「
暮
ら
し
・
健
康
」「
商
工
・
農
業
」
に
わ
け
て
紹
介
し
ま
す
。

事
前
に
申
請
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
担
当
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Topics

１

お
祝
い
・
子
育
て

１
助成・補助
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今日から『ひのきっこ』の仲間入り（西小学校　入学式）

己
負
担
分
と
、
入
院
時
の
食
事
療

養
費
標
準
負
担
額
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

　

町
に
住
所
が
あ
る
高
校
３
年
生

世
代（
18
歳
以
下
）ま
で
の
子
ど
も

問 

健
康
増
進
課　

健
康
係

�

（
３
４
）
１
９
３
７

教
育
資
金
利
子
補
給
金

　

進
学
の
た
め
教
育
資
金
を
借
り

入
れ
た
人
、
ま
た
は
公
共
機
関
か

ら
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た
人
に

対
し
利
子
を
補
給
し
ま
す
。

●
対
象

▽
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
校
、

　

専
修
学
校
な
ど
に
就
学
す
る
た

　

め
に
借
り
入
れ
た
教
育
資
金

▽
利
子
補
給
率
は
３
％
以
内
、
期

　

間
は
最
初
の
交
付
決
定
を
行
っ

　

た
日
か
ら
10
年
以
内

問 

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
係

�

（
３
４
）
１
１
１
７

敬
老
祝
金
お
よ
び
記
念
品

　

100
歳
に
達
し
た
人
に
10
万
円
を
、

88
歳
に
達
し
た
人
と
100
歳
以
上
の

人
に
記
念
品
を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象

　

町
に
住
所
が
あ
り
（
住
所
地
特

例
の
人
は
従
前
住
所
地
）、
88
歳
に

達
し
た
人
お
よ
び
100
歳
以
上
の
人

問 

福
祉
介
護
課　

福
祉
介
護
係

�

（
３
６
）
３
２
３
２

子
育
て
応
援

住
宅
整
備
事
業
補
助
金

　

住
宅
の
新
築
工
事
や
増
改
築

工
事
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
経

費
の
10
分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。

（
15
万
円
を
限
度
）

●
対
象

▽
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
世

　

帯
ま
た
は
申
請
時
点
で
妊
婦
の　

　

い
る
世
帯

▽
100
万
円
以
上
の
工
事
を
対
象

▽
町
に
住
所
が
あ
り
住
宅
な
ど
を

　

所
有
し
居
住
し
て
い
る
人

▽
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

問 

福
祉
介
護
課　

福
祉
介
護
係

�

（
３
６
）
３
２
３
２

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
金

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
す
る
人
に
、
１
kw
に
つ
き

５
万
円
で
、最
高
４
kw
（
20
万
円
）

ま
で
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

　

町
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
す
る

住
宅
（
店
舗
兼
用
住
宅
を
含
み
、

賃
貸
住
宅
は
除
く
）
に
新
た
に
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

人
で
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

●
そ
の
他

　

着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 

企
画
調
整
課　

企
画
調
整
係

�

（
３
４
）
１
９
２
４

木
造
住
宅
建
築
等
助
成
制
度
補
助
金

　

木
造
住
宅
の
新
築
ま
た
は
増
築

を
町
内
の
業
者
に
依
頼
し
た
人

に
、
当
該
住
宅
に
賦
課
さ
れ
た
固

定
資
産
税
相
当
額
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

　

申
請
日
に
町
税
な
ど
の
滞
納
が

な
い
人
の
う
ち
、
町
税
な
ど
の
支

払
い
を
口
座
振
替
で
行
っ
て
い
る

人
、
も
し
く
は
今
後
口
座
振
替
を

す
る
人

●
そ
の
他

　

着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 

産
業
振
興
課 

観
光
商
工
振
興
係

�

（
３
４
）
１
９
４
６

家
具
転
倒
防
止
器
具
等
購
入
補
助
金

　

家
具
転
倒
防
止
器
具
な
ど
の
購

入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

▽
町
に
住
所
が
あ
る
人

▽
転
倒
防
止
器
具
を
設
置
す
る
住

　

宅
ま
た
は
併
用
住
宅
の
所
有
者

　

ま
た
は
居
住
者

問 
防
災
課�

（
３
４
）
１
１
１
２

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

T
O
U
K
A
I
―
０ゼ

ロ

　

町
で
派
遣
す
る
専
門
家
が
、
対

象
と
な
る
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

を
一
棟
1
回
限
り
で
行
い
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
す
。

　

耐
震
補
強
計
画
の
作
成
や
耐
震

補
強
工
事
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た

場
合
計
画
の
作
成
や
工
事
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

て
ら
れ
た
木
造
住
宅

●
そ
の
他

　

契
約
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 

建
設
課　

管
理
係

�

（
３
４
）
１
９
５
２　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

撤
去
改
善
事
業
補
助
金

　

地
震
発
生
時
に
倒
壊
・
転
倒
の

危
険
性
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
撤
去
ま
た
は
改
善
を
行
う
場

合
、
工
事
や
設
計
に
か
か
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

　

撤
去
は
道
路
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
、
改
善
は
広
域
避
難
地
避
難

路
に
面
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀　

な
ど

●
そ
の
他
　

　

着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 

建
設
課　

管
理
係　

�

（
３
４
）
1
９
５
２

令和４年度

町の助成・補助制度

住
宅
・
安
全

2
助成・補助
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オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

通
信
環
境
整
備
補
助
金

　

町
立
小
中
学
校
の
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
の
た
め
、
自
宅
の
通
信
環
境

を
整
備
す
る
保
護
者
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

●
対
象

▽
新
た
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

　

を
行
う
た
め
の
工
事
費
、
契
約

　

料
、
機
器
購
入
費
な
ど

▽
新
た
に
家
庭
用
W
i
F
i
ル
ー

　

タ
を
購
入
す
る
費
用

問 

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
係

（
３
４
）
１
１
１
７

防
災
士
育
成
事
業
補
助
金

　

防
災
士
の
資
格
取
得
に
か
か
る

費
用
を
受
講
料
や
防
災
士
認
証
登

録
申
請
料
、
旅
費
な
ど
を
対
象
に

10
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

　

町
に
住
所
が
あ
り
、
自
主
防
災

組
織
ま
た
は
区
に
所
属
し
て
い
る

人
で
自
主
防
災
組
織
ま
た
は
区
長

が
推
薦
す
る
人

問 

防
災
課�

（
３
４
）
１
１
１
２

町
国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
助
成

　

人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
一
部

を
上
限
２
万
円
ま
で
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

▽
町
国
民
健
康
保
険
に
継
続
し
て

　

１
年
以
上
加
入
し
て
い
る
満
30

　

歳
以
上
75
歳
未
満
の
人

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
未
納
が
な

　

い
世
帯
の
人

▽
町
の
き
っ
か
け
健
診
、
特
定
健

　

診
を
受
け
て
い
な
い
人
で
、
受

　

診
結
果
を
町
に
提
供
で
き
る
人

●
そ
の
他

　

受
診
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 

健
康
増
進
課　

保
険
年
金
係

（
３
４
）
１
９
３
７

任
意
の
三
種
混
合
予
防
接
種
費
用
助
成

　

二
種
混
合
予
防
接
種
（
定
期
予

防
接
種
）
を
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

で
接
種
し
た
場
合
、
二
種
混
合
予

防
接
種
分
の
費
用（
５
千
５
百
円
）

を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

▽
町
に
住
所
が
あ
る
人

▽
11
歳
～
13
歳
未
満
（
小
学
６
年
生
）

問 

健
康
増
進
課　

健
康
係

（
３
４
）
１
９
３
７

若
年
が
ん
患
者
等
支
援
事
業

　

若
年
が
ん
患
者
等
の
生
活
の
質

の
向
上
に
か
か
る
費
用
を
助
成
し

ま
す
。

①
妊に

ん

孕よ
う

性
温
存
治
療
費
（
生
殖
機

　

能
温
存
に
要
す
る
経
費
）
助
成

②
医
療
用
補
整
具
購
入
（
ウ
ィ
ッ

　

グ
や
人
工
乳
房
等
購
入
費
）
助

　

成
③
在
宅
療
養
生
活
支
援
（
末
期
が

　

ん
患
者
な
ど
の
自
宅
療
養
者
に

　

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
用
具

　

な
ど
に
係
る
経
費
を
支
援
）

●
対
象

▽
町
に
住
所
が
あ
る
が
ん
患
者

①
治
療
開
始
日
に
40
歳
未
満

②
年
齢
制
限
な
し

③
40
歳
未
満

問 

健
康
増
進
課　

健
康
係

（
３
４
）
１
９
３
７

猫
の
不
妊
去
勢
手
術
費
用
補
助
金

　

猫
の
不
妊
手
術
ま
た
は
去
勢
手

術
お
よ
び
耳
カ
ッ
ト
の
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

▽
町
に
住
所
が
あ
る
人

▽
飼
い
猫
ま
た
は
飼
い
主
の
い
な

　

い
猫
に
手
術
お
よ
び
耳
カ
ッ
ト

　

を
受
け
さ
せ
る
人

▽
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

●
そ
の
他

　

手
術
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 
町
民
生
活
課　

窓
口
係

（
３
４
）
１
９
３
２

生
ご
み
堆
肥
化
促
進
事
業
補
助
金

　

生
ご
み
の
堆
肥
化
処
理
機
な
ど

の
購
入
額
の
２
分
の
１
（
上
限

2
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

　

町
に
住
所
が
あ
る
人

●
そ
の
他

　

購
入
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　

1
世
帯
２
基
ま
で　

　

一
度
申
請
を
し
て
い
る
場
合
は

５
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

問 

町
民
生
活
課　

窓
口
係

（
３
４
）
１
９
３
２

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
補
助
金

　

単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
へ
設
置
替
え
を
す
る
人
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象

　

町
内
に
浄
化
槽
を
所
有
し
、
町

税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

●
そ
の
他

　

着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　

新
築
ま
た
は
改
築
な
ど
に
伴
う

設
置
替
え
は
対
象
外
で
す
。

問 

町
民
生
活
課　

窓
口
係

（
３
４
）
１
９
３
２

河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園

町
民
施
設
利
用
券

　

河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園
に
無
料
で

入
園
で
き
る
町
民
施
設
利
用
券
を

河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園
ま
た
は
役
場

家族でお祝い５人のピカピカの１年生（東小学校　入学式）

暮
ら
し
・
健
康

3
助成・補助
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有
害
鳥
獣
駆
除
報
奨
金
制
度

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
物

の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
鳥
獣

の
捕
獲
な
ど
に
駆
除
報
奨
金
を
支

給
し
ま
す
。

▽
野
生
猿　

１
頭
２
万
２
千
円

▽
猪
と
日
本
鹿　

１
頭
５
千
円

●
対
象

▽
町
内
で
対
象
鳥
獣
を
捕
獲
し
た
人

▽
有
害
鳥
獣
捕
獲
許
可
を
受
け
た
人

問 

産
業
振
興
課　

農
林
水
産
係

（
３
４
）
１
９
４
６

狩
猟
免
許
（
わ
な
免
許
）

取
得
補
助
金

　

県
で
主
催
す
る
狩
猟
免
許
試
験

（
わ
な
免
許
）
お
よ
び
県
猟
友
会

主
催
で
行
わ
れ
る
試
験
予
備
講
習

会
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

●
対
象

▽
町
に
住
所
が
あ
り
、
町
税
な
ど

　

の
滞
納
が
な
い
人

▽
新
た
に
狩
猟
免
許（
わ
な
免
許
）

　

を
取
得
し
た
人

●
そ
の
他

　

申
請
年
度
内
に
狩
猟
免
許
を
取

得
し
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

問 

産
業
振
興
課　

農
林
水
産
係

（
３
４
）
１
９
４
６

	

鳥
獣
害
対
策
事
業
補
助
金

　

農
作
物
の
鳥
獣
害
対
策
に
、
電

気
柵
な
ど
の
購
入
・
設
置
に
か
か

る
費
用
の
一
部
、
設
備
購
入
費
の

２
分
の
１
（
上
限
10
万
円
ま
で
）

を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

　

町
に
住
所
が
あ
り
、
農
作
物
な
ど

に
鳥
獣
被
害
を
受
け
た
人
ま
た
は
被

害
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
人

●
そ
の
他

　

着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 

産
業
振
興
課　

農
林
水
産
係

（
３
４
）
１
９
４
６

小
規
模
事
業
者

強
化
事
業
費
補
助
金

　

町
内
の
事
業
者
で
、
情
報
通
信

媒
体
を
活
用
し
て
事
業
拡
大
に
取

り
組
む
場
合
、
必
要
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

　

町
内
の
個
人
事
業
者
お
よ
び
申

請
後
１
年
以
内
に
町
内
で
事
業
を

行
う
人
が
実
施
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
新
規
作
成
費
用
な
ど

●
そ
の
他

　

着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　

過
去
に
補
助
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
事
業
者
は
、
補
助
を
受
け
た

年
度
か
ら
５
年
以
上
経
過
し
て
い

れ
ば
再
度
申
請
が
可
能
で
す
。

問 

産
業
振
興
課�

観
光
商
工
振
興
係

（
３
４
）
１
９
４
６

切
枝
用
河
津
桜

新
植
支
援
事
業
費
補
助
金

　

切
枝
用
の
河
津
桜
植
栽
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

▽
町
に
住
所
が
あ
る
人
（
団
体
）

　

で
切
枝
用
河
津
桜
を
栽
培
し
、
販

　

売
す
る
目
的
で
実
施
す
る
事
業

▽
苗
木
を
10
本
以
上

　

一
括
購
入
し
植
栽

　

す
る
人
（
団
体
）

●
そ
の
他

　

植
樹
前
に
申
請
が　

　

必
要
で
す
。

問 

産
業
振
興
課�

観
光
商
工
振
興
係

�

（
３
４
）
１
９
４
６

河
津
町
創
業
及
び
経
営
改
善
対
策

貸
付
金
利
子
補
給
金
制
度

　

創
業
お
よ
び
経
営
改
善
事
業
に

必
要
な
資
金
融
資
を
受
け
た
人
に

対
し
利
子
の
一
部（
最
大
５
万
円
）

を
補
給
し
ま
す
。

●
対
象

▽
町
内
の
個
人
事
業
者
や
起
業
し

　

て
新
た
に
町
内
に
店
舗
や
事
業

　

を
始
め
る
人

▽
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫　

　

に
よ
る
新
創
業
融
資
制
度
ま
た

　

は
マ
ル
経
融
資
（
小
規
模
事
業　

　

者
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度
）

　

を
受
け
た
人

▽
申
請
時
に
お
い
て
町
税
を
滞
納

　

し
て
い
な
い
こ
と
。

問 

産
業
振
興
課�

観
光
商
工
振
興
係

�

（
３
４
）
１
９
４
６

新しい仲間と門出の日を迎えた28人の１年生（南小学校　入学式）

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
対
象

　

町
に
住
所
が
あ
る
人

●
そ
の
他

　

入
園
時
に
免
許
証
な
ど
の
提
示

が
必
要
で
す
。

問 

企
画
調
整
課　

企
画
調
整
係

（
３
４
）
１
９
２
４

寿
回
数
券

　

東
海
バ
ス
回
数
券
の
購
入
代
金

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

　

町
に
住
所
が
あ
る
満
70
歳
以
上

の
人

●
そ
の
他

　

役
場
企
画
調
整
課
で
発
行
す
る

証
明
書
お
よ
び
購
入
申
込
書
を
持

参
し
、
東
海
バ
ス
河
津
駅
案
内
所

で
回
数
券
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

企
画
調
整
課　

企
画
調
整
係

�

（
３
４
）
１
９
２
４

令和４年度

町の助成・補助制度

New

4
商
工
・
農
業

助成・補助
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　町立さくら幼稚園（竹内佐紀子園長）の入
園式が４月12日に行われ、16人の園児が入
園しました。担任の先生が一人ひとりの名前
を読み上げると、園児らは「はい！」と元気
よく手をあげ返事をしていました。
　竹内園長の式辞に園児らは真剣に耳を傾
け、先生たちが歓迎の『チューリップ』の歌
を披露すると、一緒にリズムに乗りながら
歌ったり踊ったりして笑顔が広がりました。　　
　さくらっこの仲間入りをした新入園児に
は、これから楽しい園生活が待っています。

さくら幼稚園　入園式

今日からさくらっこ

地場産品が並ぶ姫宮通り
第34回河津寄って軽トラ市

　第34回河津寄って軽トラ市が３月27日、笹原地区
で行われました。姫宮通りには、20台の軽自動車が
並び、地場産品やテイクアウトの飲食物などを販売し
ました。今回、初出店した地域おこし協力隊は、活動
で関わる『さかさがわ実りの里』の餅を販売しました。
　会場には、地域住民や家族連れが訪れ、多くの商品
が並ぶ姫宮通りを地場産品を求めて歩きました。

地域おこし協力隊の店舗に並ぶ買い物客

堂々と宣誓書を読み上げる山本さん

無火災・無災害の決意新たに
河津町消防団入団式

　町消防団入団式が４月３日、河津中学校体育館で行
われました。再任を含む10人の新入団員が稲葉克己
団長から辞令を受けました。新入団員を代表して第
12分団の山本辰

た つ ま

馬さん＝縄地＝が「良心に従い、忠
実に消防の義務を全うする」と宣誓し、無火災・無災
害の決意を新たにしました。式後、新入団員たちは、
自衛隊の指導の下、規律訓練に励みました。

名前を呼ばれ、元気よく返事をする新入園児
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　春の全国交通安全運動が４月６日から15日にかけ
て行われ、６日朝には河津駅周辺で街頭指導・広報活
動が行われました。歩行者の安全確保や安全運転意識
の向上などを目標に、町交通安全対策委員と町議会議
員らが、新年度を迎えて通勤、通学する歩行者やドラ
イバーに広報チラシや啓発グッズを配り、交通安全の
注意を呼びかけました。

信号待ちのドライバーに交通安全を呼びかける委員

駅前で交通安全を呼びかけ
春の全国交通安全運動　街頭広報

　河津川非出資漁協（島崎光夫組合長 ) による稚アユ
の放流が４月６日河津川で行われました。組合員９人
と伊豆縦貫自動車道路建設工事の美化貢献として河津
建設㈱社員８人が、大鍋公民館前をはじめに町内９カ
所で３万2000匹の稚アユを放流しました。約10セン
チほどの大きさの稚アユは、順調に生育すれば２カ月
ほどで成体になります。今年の釣果が期待されます。

バケツに入った稚アユを放流する

アユ釣り解禁に向けて
河津川非出資漁協　稚アユの放流

背筋を伸ばし校長先生の話を聞く新 1 年生（南小）

ドキドキ♪の入学式
町内３小学校　入学式

　町内３小学校の入学式が４月７日、各小学校で行わ
れ、東小５人、西小11人、南小28人の児童が入学し
ました。町立南小学校（礒崎真紀子校長）では、初め
ての協定服に身を包んだ１年生らが待ちに待った入学
式を迎えました。式を終え、教室に入った１年生は、
新しい教科書やランドセルカバーを受け取り、保護者
と一緒に予定表やこれからの持ち物を確認しました。

気を引き締めて入学式に臨む河中新１年生

自覚を胸に中学入学
河津中学校　入学式

　河津中学校（和泉正樹校長）の入学式が４月７日、
同体育館で行われ43人の生徒が入学しました。
　新入生を代表して稲葉玲

れ お な

央那さんが「中学生として
の自覚を持ち、努力し取り組むことを誓います」と誓
いの言葉を述べると、生徒会長の飯田海

み い

依さんは「一
緒にたくさんのことを学び、たくさんの思い出を作っ
ていきましょう」と歓迎の言葉を述べました。
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ま
る
で
消
防
士
に
な
る
の
を
決

め
て
生
ま
れ
て
き
た
か
の
よ
う

な
、
９
月
９
日
救
急
の
日
生
ま
れ

の
逞た

く
ま

し
く
清
々
し
い
神
尾
京
花
さ

ん
は
、
下
田
消
防
本
部
で
３
人
目

の
女
性
消
防
士
で
す
。
習
っ
て
い

た
ク
ラ
ブ
の
関
係
者
に
消
防
士
が

多
く
、
中
学
生
の
頃
か
ら
憧
れ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
２
年
目
、
現
在
の
勤
務

は
１
１
９
番
通
報
の
受
信
対
応
が

主
で
す
が
、
救
急
車
に
乗
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。
緊
急
時
に
女

性
が
い
る
こ
と
で
、
動
揺
し
た
人

が
安
心
で
き
る
と
い
う
効
果
も
あ

り
「
助
か
っ
た
よ
！　

あ
り
が
と

う
」
と
直
接
言
わ
れ
る
現
場
が
大

好
き
で
す
。
明
朗
活
発
で
男
性
に

も
劣
ら
な
い
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
が
あ

る
京
花
さ
ん
は
、上
司
か
ら
も「
管

理
職
ま
で
上
が
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

辛
い
経
験
も
次
に
活
か
そ
う
と

日
々
の
仕
事
に
臨
み
、「
毎
日
が

勉
強
で
楽
し
い
」
と
い
う
京
花
さ

ん
。「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て

も
続
け
ま
す
！
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。最
近
で
は
、

京
花
さ
ん
の
影
響
で
弟
と
妹
も
消

防
士
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
休
日
は
管
内
の
地
理
を

覚
え
る
た
め
ド
ラ
イ
ブ
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
を
し
た
り
、
バ
ガ
テ
ル
公
園

内
の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
施
設
へ
通
っ

た
り
し
て
鍛
錬
を
し
て
い
ま
す
。　
　

　

京
花
さ
ん
の
力
強
く
頼
も
し
い

姿
に
背
筋
が
伸
び
ま
し
た
。

▲ 河津ブルーベリーの里のブルーベリー

回紹介するのは、上佐ケ

野地区のブルーベリー摘

み取り農園　『河津ブルーベリー

の里』です。猪、鹿のすみかだっ

た雑木林を開墾し、３年かけて

2008年にブルーベリー農園を

開園させました。何を植えるか

いろいろ調べた結果、適地性も

あり、虫がつきにくく病気にも

なりにくい、また比較的管理も

楽なブルーベリーにしたそうで

す。3000坪もある広大な敷地

に４種類、約1000本のブルー

ベリーの木が植えられています。

　代表の山田勇さんをはじめ９

人でスタートしましたが、現在

は高齢化も進みメンバーは５人

となってしまいました。

　そんな農園を存続させるため

にブルーベリーの木のオーナー

制度を始め、ふるさと納税と観

光協会の公式オンラインショッ

プに登録しました。オーナー制

度には２種類あり、１つは 1 年

間ブルーベリーの木のオーナー

となり、摘み取り放題プラン。

もう１つは１年間のブルーベ

リーの木のオーナーに加えて、

河津の地場産品も付くプランで

す。どちらも、ふるさと納税、

観光協会のオンラインショップ、

または電話・FAX・メールにて

観光協会で申し込みができます。

町民もオーナーになれますので、

ぜひ自分のブルーベリーの木を

持ってみませんか。

あなたもブルーベリーの木のオーナーに

神尾　京花さん
かみお　きょうか
笹原　19歳
下田消防本部　下田消防署　第一部

https:/www.facebook.com/
kawazu.kyouryokutai/

小澤　美紀（48歳）

長野県岡谷市出身。2020年4月、河津町
地域おこし協力隊に着任。観光協会でオン
ラインショップ運営を担当。

子どもの頃から
人助けが使命でした

vol.5

河津町地域おこし協力隊通信

ふるさと定期便

今

【
取
材
】
鈴
木
香
織
さ
ん
（
民
間
広
報
協
力
員
）

～ふるさと納税返礼品登録事業者をたずねて～
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町立文化の家

図書館だより
https://www.town.kawazu.shizuoka.jp/library/
〈開館時間〉　９時〜18時　土・日は17時まで
〈休　館　日〉　月曜・祝日・月末日
　　町立文化の家図書館　☎︎34−1115問

5 図書館カレンダー
May 2022

１ SUN

２ MON 休館日
３ TUE 休館日（憲法記念日）
４ WED 休館日（みどりの日）
５ THU 休館日（こどもの日）
６ FRI

７ SAT

８ SUN

９ MON 休館日
10 TUE

11 WED 時間のはこぶね※
12 THU はらぺこあおむしの会※
13 FRI

14 SAT

15 SUN

16 MON 休館日
17 TUE

18 WED 時間のはこぶね※
19 THU はらぺこあおむしの会※
20 FRI

21 SAT

22 SUN

23 MON 休館日
24 TUE

25 WED 時間のはこぶね※
26 THU はらぺこあおむしの会※
27 FRI

28 SAT

29 SUN

30 MON 休館日
31 TUE 休館日（館内整理）

おはなし会
◆時

と

間
き

のはこぶね…できる時に図書館で実施予定
◆はらぺこあおむしの会…会場を役場に変更予定
　　　　　　　０～２歳児向け　10：10～10：30
　　　　　　　２・３歳児向け　10：40～11：00
◆幼児のおはなし会…中止

新着図書案内 ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

書　名（一般書） 著 者 名 出 版 社

帯で作る大人のバッグ ー ブティック社

高タンパク質の絶品おかず 牛尾　理恵 / 著 扶桑社

柑橘のお菓子とデザート 江藤　英樹 / 著 誠文堂新光社

静岡県で愉しむ仏像めぐり 大塚　幹也 / 編著 静岡新聞社

かくして彼女は宴で語る 宮内　悠介 / 著 幻冬舎

書　名（児童書） 著 者 名 出 版 社

かってに頭がよくなる
毎日なぞなぞ 蔭山　英男 / 監修 西東社

ぼくらは少年鑑定団！
―大発見！謎の縄文土器―

くすのき しげのり / 作
酒井　以 / 絵 講談社

博物館の少女 富安　陽子 / 著 偕成社

ダンボール ユン・ヨリム / ぶん
イ・ミョンハ / え

TOY　　 
publishing

あ・さ・ご・は・ん！ 武田　美穂 / 作 ほるぷ出版

図
書
館
利
用
者
が
選
ぶ
一
冊

200字のスケッチ vol.14

相
馬  

久
満
さ
ん
（
下
佐
ヶ
野
・
60
代
）

『
日
本
滞
在
記
　
上
・
中
・
下
』

（
ハ
リ
ス
著
、
坂
田
精
一
訳
、
岩
波
文
庫
）

2022年本屋大賞が決定しました

本屋大賞 『同志少女よ、敵を撃て』 逢坂冬馬（著）/ 早川書房

２位 『赤と青とエスキース』 青山美智子（著）/ PHP研究所

３位 『スモールワールズ』 一穂ミチ（著）/ 講談社

４位 『正欲』 朝井リョウ（著）/ 新潮社

５位 『六人の嘘つきな大学生』 浅倉秋成（著）/ KADOKAWA

６位 『夜が明ける』 　西加奈子（著）/ 新潮社

７位 『残月記』 小田雅久仁（著）/ 双葉社

８位 『硝子の塔の殺人』 知念実希人（著）/ 実業之日本社

９位 『黒牢城』 米澤穂信（著）/ KADOKAWA

10 位 『星を掬う』 町田そのこ（著）/ 中央公論新社

　本屋大賞は、全国の書店員さんが自分で読んで「おもしろかっ

た」「薦めたい」「売りたい」と思った本を投票し決定します。文

化の家図書館では、受賞した全作品を取りそろえています。

　

伊
豆
に
１
年
３
カ
月
滞
在
し
た
初
代
米
国
総

領
事
ハ
リ
ス
の
日
記
に
は
、

170
年
前
の
南
伊
豆

の
人
々
の
生
活
風
景
が
多
く
描
き
こ
ま
れ
て
い

ま
す
。
博
物
学
に
造
詣
の
深
い
外
交
官
だ
っ
た

彼
の
記
述
は
、
人
々
の
勤
勉
性
や
人
情
、
公
に

対
す
る
意
識
、
倫
理
観
、
農
地
の
手
入
れ
具
合

や
産
業
・
食
糧
事
情
、
物
価
、
賃
金
、
宗
教
、

建
築
、
女
性
の
地
位
ま
で
お
よ
び
ま
す
。

　

こ
の
滞
在
記
は
私
た

ち
の
祖
先
の
質
素
な
が

ら
も
誇
り
高
い
日
常
を

知
る
う
え
で
も
貴
重
な

一
冊
で
す
。

…
柿
崎
は
小
さ
く
て
貧
寒
な
漁
村
で
は
あ
る

が
、
住
民
の
身
な
り
は
さ
っ
ぱ
り
と
し
い
て
、

態
度
も
丁
寧
で
あ
る
。
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
国
で

貧
乏
に
付
き
も
の
の
不
潔
さ
と
い
う
も
の
が
少

し
も
見
ら
れ
な
い
。
…
『
日
本
滞
在
記
』
よ
り日本滞在記（上・中・下）

※６月末まで外観・エアコン設置工事を行っています。工事中は、臨時休
館することがあります。その際は、ホームページ、図書館入口の張り紙な
どで告知します。ご不便をおかけしますが、ご理解ご協力のほどよろしく
お願いいたします。

No.229
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新
年
度
に
な
り
１
カ
月
が
経

ち
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
新
し
い

生
活
に
慣
れ
て
き
た
頃
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

４
月
第
３
週
の
回
覧
で
、「
健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
」
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ー
ト
を
各
家
庭
に
配
布
し

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
手
に
取
っ

て
い
た
だ
け
ま
し
た
か
？

健
康
増
進
課　

中
川　

舞
香　

保
健
師

健康マイレージチャレンジシート

　

提
出
期
限
は
令
和
５
年
３
月

１
日
で
す
。
提
出
し
て
い
た
だ

く
と
、
静
岡
県
内
の
お
店
な
ど

で
使
え
る
「
ふ
じ
の
く
に
健
康

い
き
い
き
カ
ー
ド
」
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
さ
く
ら

ち
ゃ
ん
商
品
券
が
あ
た
る
抽
選

に
自
動
で
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
ま

す
。
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
期
間

内
に
何
度
も
提
出
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
当
選
す
る
確
率
が
大

幅
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
何
か

し
よ
う
と
思
っ
て
も
長
続
き
し

な
い
人
は
、「
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
」
を
始
め
て
習
慣
化
の
第
１

歩
に
し
ま
せ
ん
か
？

　

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
方
法
は

２
種
類
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は

ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
こ

れ
は
、健
康
診
査
や
各
種
検
診
、

町
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
な

ど
で
獲
得
で
き
ま
す
。
そ
の
会

場
で
桜
の
ス
タ
ン
プ
を
カ
ー
ド

40
ポ
イ
ン
ト
貯
め
よ
う
！

に
押
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　

二
つ
目
は
自
己
申
告
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
自
分
で
目
標
を
決

め
、
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
実
施
す

る
こ
と
で
貯
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
は
１
日

に
い
ろ
い
ろ
な
目
標
を
達
成
し

て
も
１
ポ
イ
ン
ト
ま
で
記
入
が

で
き
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
っ
た
ら

役
場
健
康
増
進
課
へ
提
出
！

自
分
の
た
め
に
い
い
こ
と

は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

　今年度より積極的な勧奨が再開さ

れたことで、従来の対象者だけでな

く、平成９年度生まれ以降の人も公

費負担（無料）で接種ができるよう

になりました。不明な点等ございま

したら、健康増進課健康係へご相談

ください。

問 健康増進課 ☎ 34−1937

ヒトパピローマウイルス

子宮頸がん
予防接種のお知らせ

対象となる人
①従来の対象者
・中学１年生全員
・中学２年生～高校１年生で
　過去に接種をしていない人
②キャッチアップ対象者
・平成９年度（平成９年４月２日生）～高校２年生で
　過去に接種をしていない人

案内方法
①の人・・・４月中に予診票（３回分）を送付します。
②の人・・・４月中に対象者に案内を送付します。
　　　　　　希望者は役場健康増進課へご連絡ください。
　　　　　　予診票（３回分）を発行します。

▼予診票

かわづで子育て

か わ い く
■育児相談
と　き　６月７日（火）
　　　　10時～11時30分
ところ　保健福祉センター
　　　　ふれあいホール
対象者　子育て中の保護者
内　容　身体測定、離乳食や子どもの
　　　　食事に関する相談、育児相談
持ち物　母子健康手帳

■健康相談および母子健康手帳交付
と　き　５月９日（月）、５月23日（月）
　　　　６月６日（月）
　　　　13時30分～15時30分
ところ　保健福祉センター
持ち物　・妊娠届出書（病院で配付さ　　
　　　　　れた場合は持参）
　　　　・個人番号カードまたは通知　　
　　　　　カード
　　　　・身元の確認ができるもの
　　　　　（写真付きでない場合は２種
　　　　　類持参）
　　　　・印鑑

■健診事後教室（登録制）
と　き　５月24日（火）
　　　　①未就園児
　　　　　10時30分～11時45分
　　　　②幼稚園年少以上
　　　　　14時30分～16時
ところ　保健福祉センター
　　　　ふれあいホール

今月のテーマ

健康づくりの第一歩
『健康マイレージ』

健康増進課　☎34−1937

河津町24時間電話健康相談ダイヤル

育児・医療・健康・介護について
専門スタッフが相談に応じます
☎0120−560−655（年中無休）

保健福祉
センター
だより
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Topics

２ 町職員の配置 （令和４年４月 1 日付）
　さらなるまちづくりの向上を目指し、４月１日に人事異動を行いました。今年度は４人の新規職員が

加わり、新たな体制でスタートしています。
（表の見方）◎…昇格者、青文字…異動者、下線…新規採用

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た

退
職
者
（
令
和
４
年
３
月
31
日
付
）

木
村
吉
弘

（
総
務
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
）

遠
藤
絹
代
（
健
康
福
祉
課
主
幹
兼
係
長
）

山
本
久
美
子

　
　
　
　
　
　

（
健
康
福
祉
課
主
幹
兼
係
長
）

瀧
口
聖
道
（
町
民
生
活
課
主
任
主
事
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

新
規
採
用
職
員

県
交
流
職
員

農 業 委 員 会 ……………………………………　書記（主任）　　長谷川純也（農林水産係兼務）

……………………………………　書記（主事）　　山 田 祐 司（監査委員書記兼務）
議会事務局
事務局長　飯田吉光

（監査委員書記兼務）

教 育 委 員 会

管　理　係　主幹兼係長　　友 田 佳 伸　　鈴 木 泰 斗　　臼 井 英 樹
建　設　係　係長　　　　　鈴 木 弘 之　◎後 藤 　 明　　梅 原 孝 起

建設課
課長　 山 本 博 雄

　　　　　　主幹　　　　　相 馬 圭 吾　　土 屋 　 翔　　稲 本 徳 昭東河環境センター派遣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　板 垣 雄 大美しい伊豆派遣創造センター派遣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯 田 佳 希静岡県人事交流派遣
（スポーツ・文化観光部）

学校教育係　係長　　　　　安 田 大 介　　長 田 誠 弘　　鳥 澤 健 太　　望 月 一 生
社会教育係　主幹兼係長　　小 野 英 樹　　鈴木めぐみ　　山 下 永 吉

教育委員会事務局
事務局長　島崎和広

教頭　　　　板 垣 典 子　　村 山 朝 美　　野 口 真 実
係長教諭　　有 澤 則 子　　友 田 美 和　　山 下 里 穂

総　務　係　係長　　　　　島 崎 友 子　　稲葉めぐみ　　平 山 弘 樹　　山 下 真 範
財　政　係　主幹兼係長　　平 川 直 也　　石 井 悠 嗣
検　査　係　　　　　　　　　　　　　　　土 屋 友 樹
総 務 課 付　　　　　　　　　　　　　　　土 屋 美 佳　　土 屋 美 里　　鈴木ありさ

総務課
課長　川 尻 一 仁

（選管書記長・検査係長兼務）

防　災　係　主幹兼係長　　堤 　 康 匡　　山 本 伊 代　　遠 藤 健 司
防災課
課長　 村 串 信 二

（防災監兼務）

企画調整係　係長　　　　　稲 葉 　 純　　渡 邉 優 人　　笹 本 耕 平　　鈴 木 達 也
秘書交流係　係長　　　　　古 川 雅 也　　釜田千穂里　　横 山 陽 紀

企画調整課
課長　 稲 葉 吉 一

窓　口　係　主幹兼係長　　土 屋 政 治　　渡 辺 祐 希　　島 崎 雅 治　　稲 葉 純 平
税　務　係　係長　　　　　秋 吉 里 枝　◎飯 田 雅 人　　鈴 木 　 剛
徴　収　係　主幹兼係長　　中 村 光 幸　　渡 辺 　 稜　　相 馬 大 輝

町民生活課
課長　 土 屋 典 子
参事　 大 友 勇 人

（県技術派遣）

健　康　係　係長　　　　◎稲 葉 　 臣　　石 井 朋 代　　中 川 舞 香　　山下由香里　　中 山 瑞 姫
保険年金係　係長　　　　◎村 串 弘 親　◎大 川 知 寛　　石田有樹子

健康増進課（新）
課長 ◎臼 井 理 治

工　務　係　係長　　　　　萩 原 和 也　　白 井 淑 基　　木 下 祐 斗　　正 木 　 颯　　
業　務　係　主幹兼係長　　土 屋 弘 幸　　島 﨑 恭 平　　豊 田 綾 文

水道温泉課
課長　 渡 辺 音 哉

会　計　係　　　　　　　　　　　　　　　土 屋 悟 史　　正 木 里 実会計室
室長　 鈴 木 亜 弥

農林水産係　主幹兼係長　　土 屋 正 樹　　鈴 木 英 光　　渡 邊 絢 子　　村 田 知 宏
観光商工振興係　係長　　　　　進 士 正 寛　　稲 葉 健 太　　加 藤 浩 平

産業振興課
課長　 中 村 邦 彦

（農業委員会事務局長兼務）

福祉介護課（新）
課長 ◎土 屋 　 勉

（包括支援係長兼務）

教育長　鈴木　基

福祉介護係　係長　　　　◎関 真 由 美　　進 士 麻 実　　髙 屋 雅 輝　　渡 辺 亮 平
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中 村 昴 星　　石 原 誠 也
包括支援係　　　　　　　　　　　　　　　久 澤 康 徳　◎渡邉美智子　　遠 藤 絹 代　

（県派遣交流）

（再任用）

さくら幼稚園
園長　竹内佐紀子

町　

長　

岸　

重
宏

副
町
長　

木
村　

吉
弘

福祉介護課

石原　誠
せい

也
や

（笹原 25歳）

企画調整課

鈴木　達
たつ

也
や

（下田市 23歳）

福祉介護課

中村　昴
す ば る

星
（笹原 23歳）

健康増進課

中山　瑞
みず

姫
き

（長野  26歳）

教育委員会

望月　一
いっ

生
せい

（沼津市 26歳）



122022.5　広報かわづ

23
人
の
区
長
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た

地
区
と
行
政
の
架
け
橋
に

副
町
長
に
木
村
吉
弘
氏
が
就
任

町
政
の
サ
ポ
ー
ト
に
尽
力
し
ま
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
責
任
の

重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
岸

町
長
を
補
佐
し
、
町
長
の
目
指
す
「
共
創

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
で
き
る
よ
う
、

で
き
る
限
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
町
政
運

営
に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
木
村
吉
弘
氏
（
き
む
ら
・
よ
し
ひ
ろ
）

１
９
８
１
年
、
河
津
町
役
場
入
庁
。
総
務

課
長
、
議
会
事
務
局
長
、
企
画
調
整
課
長

な
ど
を
歴
任
。令
和
４
年
４
月
か
ら
現
職
。

新
た
に
１
人
の
協
力
隊
を
委
嘱

地
域
お
こ
し
協
力
隊
委
嘱
式

副町長に就任した木村氏

教
育
委
員
会
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ     

開
設

役
立
つ
情
報
を
発
信
し
ま
す
！

　

河
津
町
教
育
委
員
会
は 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
株

式
会
社
が
運
営
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
に
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
教
育
委
員
会
主

催
の
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
図
書
館
に

関
す
る
お
知
ら
せ
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

回
覧
で
配
布
し
て
い
る
教
育
委
員
会
の
内

容
も
配
信
し
ま
す
の
で
、
い
ち
早
く
情
報

を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
「
友
達
登
録
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

   

※
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
利
用
に

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　

河
津
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
委
嘱
式
が

４
月
１
日
町
長
室
で
行
わ
れ
、
岸
重
宏
町

長
か
ら
３
人
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
新
た
に
委
嘱
さ
れ
た
相あ

い

羽ば

勇ゆ
う

仁と

さ
ん

（
28
）
は
、
御
前
崎
市
出
身
で
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
経
験
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
企
画
や

健
康
増
進
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
推
進
業
務
に
取

り
組
み
ま
す
。
任
期
は
３
年
間
で
す
。

　

岸
町
長
が
「
町
の
た
め
に
し
っ
か
り
努

め
て
ほ
し
い
。
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激

励
す
る
と
、
相
羽
さ
ん
は
「
町
の
こ
と
を

知
り
な
が
ら
、
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。　

　

３
月
17
日
に
行
わ
れ
た
第
３
回
定
例
会

に
お
い
て
、
副
町
長
を
選
任
す
る
議
案
が

承
認
さ
れ
、
４
月
１
日
付
で
木
村
吉
弘
氏

＝
谷
津
＝
が
副
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

【
就
任
の
あ
い
さ
つ
】

　

副
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
木
村
で
す
。

令和４年度  行政連絡委員
地　区 氏　名

浜 鈴 木 良 則
笹　　原 土 屋 治 巳
田　　中 鈴 木 良 弘
沢　　田 後 藤 治 也
逆　　川 芹 澤 郁 雄
上　　峰 竹 内 　 定
下　　峰 加 藤 正 信
谷　　津 渡 辺 昌 宏
縄　　地 山 本 一 善
見 高 浜 島 崎 　 通
長　　野 松 下 純 二
見高入谷 土 屋 鉄 明
梨　　本 安 藤 　 強
泉 奥 原 稲 葉 勝 廣
川　　横 山 城 慎 吾
大　　鍋 平 川 啓 一
小　　鍋 平 川 正 昭
湯 ヶ 野 塩 田 良 昭
下佐ヶ野 村 田 勝 城
上佐ヶ野 古 山 茂 樹
天　　川 相 馬 文 明
筏　　場 鳥 澤 龍 二
大　　堰 後 藤 幹 樹

岸町長から委嘱状を受け取る相羽さん

ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
お
手
持
ち
の
端
末
に
ア
プ
リ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の

読
み
取
り
ま
た
は
Ⅰ
Ｄ
検
索
を
し
て
「
友

達
登
録
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

教
育
委
員
会　

　
　
　
　
　
　
　

☎
（
３
４
）
１
１
１
７

ＱＲコード

▼LINE ID
@557itbsn

町政 Pick Up
Kawazu Townあ
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愛
称
は
「
か
わ
づ
っ
こ
ひ
ろ
ば
」

第
２
回
河
津
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で
決
定

　

現
在
、
建
設
中
の
子
育
て
支
援
施
設
の

愛
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
32
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
３
月
16
日
に
行
わ
れ
た

第
２
回
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
お
い
て

12
人
の
委
員
に
よ
る
厳
正
な
選
考
の
結

果
、「
か
わ
づ
っ
こ
ひ
ろ
ば
」
に
決
定
し

ま
し
た
。

　

多
く
の
人
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
場
に

な
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
、
町
の
子

ど
も
を
意
味
す
る
「
か
わ
づ
っ
こ
」
と
、 

話
し
合
い
や
意
思
疎
通
を
は
か
る
共
通
の

場
「
ひ
ろ
ば
」
を
合
わ
せ
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

地
域
の
お
店
特
別
賞
を
受
賞

谷
津
『C

afe ＆
R

eco
rd

s D
elm

o
n
ico

’s

』　

谷
津
の
森
隆
男
さ
ん
由
美
子
さ
ん
夫
妻

が
経
営
す
る
飲
食
店
「C

カ
フ
ェ

afe ＆
R

レ

コ

ー

ズ

ecords
 D

デ

ル

モ

ニ

コ

ス

elm
onico’s

」
が
、
こ
の
ほ
ど
、
魅
力

と
個
性
に
優
れ
た
個
店
を
称
え
る
『
地
域

の
お
店
デ
ザ
イ
ン
表
彰
で
特
別
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
３
月
30
日
に
は
夫
妻
で
岸
重

宏
町
長
へ
受
賞
の
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

森
さ
ん
は
、「
大
人
に
な
っ
て
な
か
な
か

な
い
機
会
な
の
で
、
受
賞
で
き
て
嬉
し
い

で
す
。『
地
域
の
お
店
』
と
い
う
こ
と
で

河
津
で
地
元
の
人
に
も
知
っ
て
も
ら
え
て

憩
い
の
場
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

旧
ご
み
袋
の
買
い
戻
し
を
行
い
ま
す

買
い
戻
し
は
６
月
30
日
ま
で

「かわづっこひろば」完成イメージ（外観図）

新しい可燃ごみ袋（半透明・紺色）

▼
対
象
者

町
内
の
事
業
所
ま
た
は
河
津
町
に
住
ん

で
い
る
人
（
別
荘
含
む
）

▼
手
続
方
法

町
民
生
活
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
：
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
な

ど
）、
買
戻
し
の
袋
、
振
込
先
が
分
か

る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

申
請
書
は
町
民
生
活
課
に
あ
り
ま
す
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▼
旧
ご
み
袋
は
回
収
し
ま
せ
ん

５
月
以
降
、
旧
指
定
可
燃
ご
み
袋
（
半

透
明
・
緑
色
）
を
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
使
用
し
て
も
回
収
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
東
伊
豆
町
と
共
通
で
は
あ
り
ま
せ
ん

４
月
か
ら
販
売
し
て
い
る
、
河
津
町
専

用
の
新
可
燃
ご
み
袋
（
半
透
明
・
紺
色
）　

　

４
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
家
庭
用
の
可

燃
ご
み
処
理
有
料
化
に
伴
い
、
町
指
定
可

燃
ご
み
袋
の
色
が
「
半
透
明
・
緑
色
」
か

ら
「
半
透
明
・
紺
色
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

旧
町
指
定
可
燃
ご
み
袋
（
半
透
明
・
緑

色
）
は
、
５
月
１
日
以
降
は
使
用
で
き
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
家
庭
で
余
っ
た
旧
町
指
定
可
燃
ご
み

袋
（
半
透
明
・
緑
色
）
の
買
戻
し
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間

５
月
20
日
（
金
）
～
６
月
30
日
（
木
）

※
７
月
以
降
の
買
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん 

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
条
件

10
枚
入
り
１
組
と
し
、
同
一
サ
イ
ズ
10

組
か
ら
買
戻
し
（
未
開
封
の
も
の
に
限

る
）

▼
買
戻
し
金
額
（
1
組
当
た
り
）

Ｌ
サ
イ
ズ
…
…
１
４
０
円

Ｍ
サ
イ
ズ
…
…
１
０
０
円

Ｓ
サ
イ
ズ
…
…
65
円

受賞を喜ぶ森さん夫妻。1 万枚のレコードが並ぶ谷津の店舗で

問 

町
民
生
活
課　

�

☎
（
３
４
）
１
９
３
２

は
、
河
津
町
内
の
取

扱
店
で
の
み
販
売
し

て
い
ま
す
。
東
伊
豆

町
の
店
舗
で
購
入
し

た
可
燃
ご
み
袋
（
東

伊
豆
町
用
）
は
河
津

町
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
せ
ま
せ

ん
。

町内取扱店は店舗に指定証を掲示しています

Kawazu Townあ
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広報かわづ配信中
今月の納税
介護保険料１期
５月31日（火）が納期です。
問 福祉介護課　☎36−3232

手話奉仕員養成講座（入門編） 甲種防火管理新規講習
　聴覚障害者への理解、コミュニケー

ション技術（手話）の習得を目的とし

た養成講座を開催します。

と　き　６月15日（水）～11月16日（水）

　　　　毎週水曜日19時～20時30分

　　　　（８月10・17日を除く）

ところ　下田市民文化会館　または

　　　　下田中央公民館

参加費　3,300円（テキスト代）　　 　

募　集　20人（賀茂地区内で先着順）

申　込   ５月31日（火）

以下の QR コードより申し込

みフォームへアクセスし、申

し込みください。インター

ネットでの申し込みが難しい

場合は、役場福祉介護課（☎

36−3232）に電話で相談

してください。

問 下田市社会福祉協議会  

 ☎22−3294

対　象　①消防法第８条第１項の規定

により、防火管理者を定めな

ければならない防火対象物で

防火管理上必要な業務を適切

に行うことができる管理的・

監督的な地位にあって、資格

を有しない人

②将来、防火管理者として防

火管理業務にあたることが予

想される人

と　き　7 月13日（水）～14日（木）　　　　　　

　　　　１日目９時50分～16時50分

　　　　２日目９時50分～15時55分

ところ　下田市民文化会館

　　　　１階小ホール

受　付　５月30日（月）～６月６日（月）

定　員　50人

受講料　8,000円

※インターネット申込の場合

クレジット払またはコンビニ

払。FAX 申込の場合、払込

はがきによるコンビニ払。

申　込　インターネットまたは FAX

※日本防火・防災協会ホーム

ページ（https://www.bouka-

bousai.jp/hp/lec_info/index.

html）から申し込んでくださ

い。

問 下田消防本部予防課 ☎22−1849

　（一財）日本防火・防災協会

☎03−6263−9903 

　６月１日から６月10日は、電波利

用環境保護周知啓発強化期間です。電

波の利用にはルールがあります。

　無線機器を利用するときは、必ず「技

適マーク」が付いているか確認してく

ださい。

　「技適マーク」が付いていない外格

規格の無線機器は、WiFi や重要無線

である携帯電話などに妨害を与えるお

それがあり、国内では使用できません。

問 総務省東海総合通信局

　 不法無線局の相談　

☎052−971−9107

　 テレビなどの受信障害の相談

☎052−971−9648

後期高齢者医療保険料随時期
５月31日（火）が納期です。
問 健康増進課　☎34−1937

ひきこもり相談会開催

国民健康保険税１期、軽自動車税全期
５月31日（火）が納期です。
問 町民生活課　☎34−1928

特殊詐欺に注意
　県内で今年３月15日までに特殊詐

欺が74件発生し、約１億円の被害が

ありました。下田警察署管内では４件

697万円の被害があり、昨年に比べ

て増加しています。

このようなメールや電話は詐欺

▷「有料動画サイトの利用料金が未納　　

です」

▷ NTT や KDDI をかたり『お支払い

確認が取れていません』

▷「電子マネーカードで支払ってくだ

さい。」

▷「３億円当選しました。受取手数料

を支払ってください。」

身に覚えのない請求は無視し、問い合

わせ先に連絡しないように注意しま

しょう。

問 下田警察署管内防犯協会

 ☎27−2766

　現在、ひきこもりの状態にある本人、

もしくはその家族からの相談会を開催

します。

　県ひきこもり支援センターコーディ

ネーターが相談に対応し、秘密は厳守

されます。

と　き　６月８日（水）

　　　　10時～16時30分

ところ　下田総合庁舎４階相談室

申　込　電話で予約してください。

問 賀茂健康福祉センター福祉課

☎ 24 ｰ 2056

◀ QR コード
( 手話奉仕員
養成講座申込）

電波のルールは守ろう

自動車税は５月31日まで
　自動車税種別割の納期限は、５月

31日（火）です。納付は、近くの金融

機関、郵便局、コンビニ、MMK 設置

店でお願いします。

５月31日（火）までは

▷スマートフォンの LINEPay アプリ、

PayPay アプリを利用して自宅で納付

できます。手数料はかかりません。

▷自宅のインターネットからクレジッ

トカードで納付もできます。決済手数

料がかかります。

　スマートフォン、クレジットカード

の納付は金融機関、コンビニなどでは

できません。納税証明書も発行されま

せんので、車検が近い人は金融機関や

コンビニなどで納付してください。

　コンビニ納付は５月31日までに限

ります。早めの納付をお願いします。

問 下田財務事務所 ☎24−2018

◀ QR コード
（自動車税県公式 HP)

このマークが目印▶
【技適マーク】
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暮らしの情報 information

（４月1日現在）

人　口 6,830 人 前月比 （−37）

（男） 3,316 人

（女） 3,514 人

世帯数 3,313 世帯 前月比 （±0）

（３月１日〜30日届出）

  戸籍だより

  ひとの動き

  人口と世帯

身近なこと生活相談へ

日本年金機構出張相談

  相　談

と　き　６月１日（水） 10時～15時

ところ　役場　ふれあいホール

問 社会福祉協議会 ☎34−1286

　三島年金事務所の職員が年金制度に

ついての質問や年金の請求、各種書類

の提出などを受け付けます。

と　き　６月２日（木） 

　　　　９時～12時、13時～14時

ところ　河津町役場（要予約）

問 河津町役場健康増進課

☎34−1937

と　き　６月９日（木） 

　　　　９時～12時、13時～14時

ところ　下田市役所（要予約）

問 下田市役所市民保健課

 ☎22−3922

※このコーナーに掲載を希望しない場合は、
　お申し出ください。

介護相談
　介護に関するお問い合わせ、相談を

受け付けています。

と　き　月曜日～金曜日

　　　　９時～16時　随時受付

ところ　サンシニア河津　相談室

問 サンシニア河津 ☎32−3203

介護・法律相談
と　き　５月18日（水） 

　　　　介護相談　10時～12時

　　　　法律相談　13時～15時

ところ　保健福祉センター　相談室

法律相談は事前に予約してください。

問 社会福祉協議会 ☎34−1286

子育てサロン開館時間変更
　子育てサロンの開館時間が４月１日

から変更になりました。

　新しい開館時間は次のとおりです。

開館時間

　午前　10時～12時

　午後　13時～16 時　

※12時～13時は玩具などの消毒の

ため入室できません。

問 福祉介護課福祉介護係

 ☎36−3232

  お知らせ

広報かわづコンビニ配布
　広報かわづは、役場や町立文化の家

図書館のほか、町内コンビニエンスス

トアでも配布しています。

店　舗　セブンｰイレブン

　　　　（河津駅前店、河津下佐ヶ野店）

　　　　ファミリーマート

　　　　（河津笹原店、河津見高店）

問 企画調整課秘書交流係

 ☎34−1924

　障害のある人の就職や生活面での相

談、障害のある人たちを雇用する事業

主などの相談に応じます。障害者手帳

を持っていない人も相談できます。希

望する人は、事前に予約してください。

と　き　５月17日（火）

　　　　13時30分～15時30分

ところ　保健福祉センター

問 賀茂障害者就業・生活支援センター「わ」

☎22−5715

障害者のための就労相談会

人 KEN あゆみちゃんと人 KEN まもる君

人権・行政相談
と　き　６月１日（水） 10時～15時

ところ　役場　ふれあいホール

問 町民生活課窓口係 ☎34−1932
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kawazu－jin

河 津 人
　

日
本
語
が
堪
能
な
フ
ィ
リ
ッ
プ
さ
ん

は
東
京
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り
在
宅
勤
務

が
推
奨
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

一
昨
年
、
奥
さ
ん
の
両
親
の
別
荘
が
あ

る
河
津
に
住
み
始
め
ま
し
た
。そ
の
後
、

東
京
の
会
社
を
退
職
し
、
昨
年
、
自
ら

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
を
河
津
町

に
設
立
し
ま
し
た
。
仕
事
は
ほ
ぼ
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
現
在
は
、
米
企
業
の

日
本
法
人
に
対
し
て
業
務
改
善
な
ど
を

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
仕
事
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

両
親
の
勧
め
で
８
歳
か
ら
毎
年
２
週

間
外
国
語
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
、
そ
こ

で
日
本
語
を
学
び
ま
し
た
。
日
本
語
を

選
ん
だ
理
由
は
、
当
時
好
き
だ
っ
た

ゲ
ー
ム
が
ソ
ニ
ー
製
で
、
ゲ
ー
ム
で
遊

べ
る
と
思
っ
た
た
め
。
実
際
に
は
、
屋

外
キ
ャ
ン
プ
な
の
で
ゲ
ー
ム
は
で
き
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
も
日
本
語

へ
関
心
を
持
ち
続
け
、
大
学
で
は
日
本

語
と
社
会
言
語
学
を
専
攻
し
ま
し
た
。

「
日
本
人
と
毎
日
話
す
こ
と
」
を
自
ら

に
課
し
、
日
本
語
の
会
話
力
を
磨
い
た

そ
う
で
す
。

　
故
郷
の
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
オ
ー
ク
レ

ア
は
、
真
冬
の
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
50
℃

に
な
る
寒
冷
な
土
地
で
す
。河
津
に
来
て
、

一
年
中
ミ
カ
ン
が
収
穫
で
き
る
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
河
津
は
空
気
が
良
く
、

自
然
が
豊
か
で
静
か
な
と
こ
ろ
が
気
に

入
っ
て
い
て
、
自
然
の
中
で
の
散
歩
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
な
っ
た
日
本
、
そ
し
て
伊
豆

姉妹都市長野県白馬村通信

新成人の皆さん

令和３年度白馬村成人式

名前に伊豆の伊を借りた息子琉
る

伊
い

介
すけ

君と河津桜
（フィリップさん提供）

編
集
後
記

【
取
材
】
久
保
田　

真
琴
さ
ん
（
民
間
広
報
協
力
員
）

　３月20日（日）に、令和３年度白馬村成人式を開催しました。

　令和３年８月に開催予定でしたが、２度の延期を経て、１年半越しの開催

となりました。参加した42人の新成人は、旧友との再会を喜び、恩師から

の温かい言葉に成人としての自覚を新たにした様子でした。

　

4
月
か
ら
担
当
と
な
り
ま
し
た
ｃ

で
す
。
慣
れ
な
い
取
材
や
撮
影
、
編

集
作
業
に
苦
戦
し
、
入
稿
に
間
に
合

う
か
な
…
と
、
ひ
や
ひ
や
し
て
い
ま

し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
人
に
助
け
ら

れ
、
ど
う
に
か
入
稿
日
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
、ひ
と
安
心
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
、
何
げ
な
く
読
ん
で
い
た

広
報
で
す
が
、
紙
面
を
読
み
や
す
く

す
る
た
め
に
、
文
章
や
写
真
、
レ
イ

ア
ウ
ト
な
ど
に
た
く
さ
ん
の
工
夫
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
初
心
者
で
す
の
で
、
発

行
ご
と
に
上
達
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

（
ｃ
）

MGYB コンサルティング合同会社代表

BACHMAN PHILLIP
GABRIEL YOCCA さん
バックマン　フィリップ　ガブリエル　ヤッカ

谷津　29歳

米国ウィスコンシン州出身。幼小期から学ん
だ日本語の語学力を活かし、2021年、河津
でコンサルティング会社を設立し代表を務め
る。好きな日本の文学書は俵万智の『サラダ
記念日』


